
令和 6 年度新人研修会 質問と回答 

 

【質問１】 

小児の心電図検査で、どのくらいの年齢の子に、どのくらいの言葉遣いで伝わるのか分か

らなかった。 

 

【回答１】 

小学校就学前までが幼児（1 歳~７歳未満）と定義されています。お名前を呼ぶ際は、幼

児までは、○○ちゃん、○○くんと呼んでも良いと思います。言葉が理解できる幼児には、

たとえば、「○○ちゃん、○○くん、ちょっと冷たいものをつけるね？大丈夫かな？」など、

子供への安心感ある接し方でよろしいかと思います。 

就学した小児（7 歳以上～15 歳未満）には●●さん、と呼ぶよう教育機関も変わってきて

います。従いまして、7 歳以上には、「●●さん、これから胸のところに電極というものを

つけますね？これが電極です。」 と自立性を意識した敬語で対応するのがよろしいかと思

います。ただし、低学年までは個人差がありますので、声のトーンや抑揚などで、やわらか

く 「●●さん、このことはわかるかな？ わからなかったらお話しようか？」 と親しみ

交えフォローしても良いと考えます。 

高学年になると、身体が成長してきますので大人と同様にプライバシーの意識や配慮が

必要となってきます。 

 

 

【質問２】 

耳が聞こえづらい方や外国の方で、丁寧な言葉だとなかなか伝わらなくて困ったことが

ある。 

 

【回答２】 

丁寧な言葉遣いは、日本語や文化そのものを心地よい対応と受けとめていただけるとあ

りがたいです。障害で聞こえない、聞きづらい、日本語がわからない等の場合は、効率的で、

ストレスなくご案内やご理解いただく伝え方がポイントです。視覚的に理解できるように、

絵や写真、記号や単語を付した資料を職員と協力し事前準備ができると良いかと存じます。

作成できましたら、シミュレーションも必要となります。ご高齢者もご理解が難しいケース

もございますので、絵や写真のツールは万能的に利用できると存じます。 

 


